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二日目 分科会お疲れさまでした！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

今回は、島根という交通の便が良くない場所での開催にも関わらず、分科会には全国から３２６名の参加

があり、２２の分科会で１０８本の演題発表がありました。これも、縁結びの神様「大社さん（出雲大社）」

のおかげでしょうか！？みなさん、だんだん。 

「介護保険改正（？）」を目前に控え、様々な難題を前に日々奮闘している「同志」たちと共に、皆さん熱

く（暑く？）語り合っておられました！ その様子の一部をご紹介します。 

 

A-2② 兵庫県 

甲寿園 澤野清美さん  

他施設の方々と自施設の悩み

や課題を共有しあったり、助

言をいただくことができまし

た。 

 

B 分科会 

「在宅生活を支える施設の役割を考える 

       通所の取り組みを中心に」 

 

A 分科会 

「施設でその人らしい暮らしを支える 認知症の方の

ケアを考える」 
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・若い職員も増えその力で個別ケアが進

んでいて感銘を受けた。 

・利用者がいきいきしていて職員の力が

すごいと感じた。 

・初めて参加させてもらい、ざっくばら

んな話しが出来てためになった。 

・職場でしか交流が無かったので他県の

話しを聞くとためになる。 

・認知症事例を聞いて、試してみたいこ

とがたくさんあった。 

・ご当地弁当(しじみ)がめずらしく、美味

しかった。 

・震災にあった方の看取り事例を報告。

自分達の経験を伝えることができ、振

り返りの良い機会にもなった。 

 

分科会ひとこと 

E-1 分科会 

「地域で暮らし続けることを支える 

在宅を支えるホームヘルプサービス」 

F 分科会 

「安心・安全な生活を考える」 

 

利用者に対するヘルパー目線と管理者からの経営目線

を聞いて、ままならなくなっていると感じた！ 

今後これを組み合わせどのようにしていったら良いの

か考えさせられた！ 

活発な意見で交流が進んだ。交流会に参加し他からの

新しい気付きや課題、他施設の先進的に取り組む様子

を知ることが出来た。 

 

G 分科会 

「誇りと自信を持ち働きがい、

やりがいのある職場づくりを考

える」 

 

Ｇ 分科会 

「誇りと自信を持ち働きがい、やりがいの

ある職場づくりを考える」 
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